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　（独）農業環境技術研究所（以下農環研）が主催す
る第29回土・水研究会「福島第一原子力発電所事
故による農業環境の放射能汚染─この一年の調査･
研究と今後の展望─」が去る2月22日、つくば国
際会議場大ホールにおいて開催されました。参加
者は政府機関、地方自治体、大学、民間、独法研
究機関などから合わせて378名でした。
　研究会の前半では、現在、農林水産省が取り組
んでいる主な対策について鈴木良典氏（農水省生
産局）から説明があった後、農環研の放射能長期モ
ニタリング調査の概要について木方展治上席研究
員（農環研）から、チェルノブイリ原発事故被災国
などの調査報告について大倉利明氏（農林水産技
術会議事務局）から紹介があり、既往の放射能調査
･研究との対比により今回のケースの特徴が明らか

にされました。午後は、福島の農地で実施された
調査・研究の最新情報について、農地全般は佐藤
睦人氏、樹園地は佐藤守氏（いずれも福島県農業
総合センター）から紹介がありました。続いて、農
地土壌の放射能濃度分布図の作成とその利用につ
いて神山和則上席研究員（農環研）から、表層土除
去による放射能除染技術について長坂善禎氏（中
央農業総合研究センター）から解説がありました。
原発事故後に得られた興味深い情報が次々と紹介
され、今後の放射能対策研究において意義ある研
究会となりました。
 （土壌環境研究領域長　西尾　隆）

　重金属や残留性有機汚染物質（POPs）＊に農耕地
が汚染されると、農作物に残留して、ヒトの健康
を害する危険性があります。これらの汚染対策の
ために、農林水産省では、委託プロジェクト「生産・
流通・加工工程における体系的な危害要因の特性
解明とリスク低減技術の開発（略称:生産工程）」（平
成20～ 24年度）を実施しています。平成23年11
月7日（月）、秋葉原コンベンションホールにおい
て、「生産工程」化学物質チームの研究成果発表会

が開催され、一般市民を含む107名の参加があり
ました。この発表会では、「土壌汚染をめぐる環境
法・政策上の課題　─農用地土壌汚染を中心に─」
と題した、福岡大学法学部の浅野直人教授の基調
講演に始まり、ヒ素、カドミウムおよびPOPsの
農耕地汚染対策に関する研究成果について、一般
講演やポスター発表で紹介されました。参加者へ
のアンケート結果からは、その関心の高さがうか
がえ、プロジェクトで開発した技術の実用化に向
けた取り組みの重要性を痛感しました。

 （研究コーディネータ　與語 靖洋）

＊残留性有機汚染物質（POPs）：難分解性、生物蓄積性、毒性、
長距離移動性をもつ有機物質（Persistent Organic Pollutants）
で、POPs（ポップス）と略称されます。対象物質として、
PCB、ダイオキシン類、塩素系農薬などがあります。
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